
- 1 - 

２０２１年４月２６日 

― 明治安田生命 「家計」に関するアンケート調査を実施 ― 

コロナ禍により約４割が年収ダウンを実感！貯蓄額は３年ぶりに減少！ 

今年も“巣ごもりＧＷ”に！？ＧＷの予算は２年連続減少！ 

コロナ収束後、まずやりたいことは「国内旅行」「外食」！ 

明治安田生命保険相互会社（執行役社長 根岸 秋男）は、「家計」に関するアンケート

調査を実施しましたのでご報告します。 

１． 昨年同時期と比べたコロナ禍の家計への影響について（詳細は５～１０ページ参照） 

（１）「年収」について 

■約４割の人が年収ダウンを実感！  

・年収がダウンしたと回答した人が１７.７％、将来ダウンする（と感じる）と回答  

した人が１９.６％と、合わせて約４割（３７.３％）の人が年収ダウンを実感！ 

・職業別では、既に年収がダウンしたと回答した人は、「自営業・自由業」（３２.３％）、

「パート・アルバイト」（２４.５％）が上位に。一方で将来ダウンする（と感じる）

と回答した人は「会社役員・経営者」（２９.０％）、「会社員」（２２.７％）が上位

に入り、職業によって影響を受けるスピードに差が！  

（２）「出費」について 

■“外出自粛”や“テレワーク”の影響を受けて家計の出費の内訳に変化！ 

・在宅時間が増えたことで水道・光熱費、食費（外食代除く）などの費用が増加！ 

一方で、外出機会が減ったことで外食代・被服費・交通費・美容費などの費用が減少！ 

・特に、外食代の支出が減ったと回答した人は約７割（６９.１％）！ 

・出費項目ごとに増減の違いはあるものの、世帯全体では、支出が「増えた」または

「減った」と答えた人がともに約２割、「変わらない」と答えた人が約６割と支出全体

に大きな変動は見られず！ 

（３）「貯蓄」について 

■年々増加傾向にあった貯蓄額が３年ぶりに減少！減少額は１７３万円！ 

・今年の貯蓄額は１,３３９万円となり、昨年の１,５１２万円から１７３万円減少！ 

・職業別では、貯蓄が減ったと回答した人は、年収ダウンの影響が大きかった

「自営業・自由業」（３６.８％）、「パート・アルバイト」（２８.４％）が上位を

占める結果に！ 

（４）「おこづかい」について 

■コロナ禍が夫のおこづかいを直撃！？２年連続で減少！  

・コロナ禍の影響で昨年大打撃をうけた夫のおこづかいが２年連続で減少！ 

・年収ダウンや外食機会の減少は、まずは夫のおこづかいに響く！？ 

 

 

 

 

明治安田総合研究所フェロー チーフエコノミスト小玉 祐一が 

コロナ禍の家計への影響について分析！ 
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２．ＧＷについて（詳細は１１～１２ページ参照） 

■今年も“巣ごもりＧＷ”に！？ＧＷの予算は２年連続減少！ 

・ＧＷの過ごし方は、「自宅で過ごす」（６４.１％）と「未定」（２０.１％）の合計が

昨年に引き続き８割以上に！今年も“巣ごもりＧＷ”に！？ 

・加えて、年収ダウンの影響もあってか、今年のＧＷの予算は、緊急事態宣言中の昨年

よりも「減らす」と答えた人が約３割（２７.５％）！ 

・一昨年４７,２４９円、昨年２３,０１０円、今年２０,４６３円と、１０連休だった

一昨年の半分以下となった昨年から、今年はさらに約２,５００円減少！ 

 

３．コロナ収束後にやりたいことについて（詳細は１３ページ参照） 

■まずやりたいことは「国内旅行」「外食」！ 

・コロナ収束後に何をやりたいか聞いてみたところ、年代・性別を問わず、「国内旅行」

（７２.５％）、「外食」（４８.１％）が上位！  

・コロナ禍で我慢してきた旅行や知人・友人との会食などを多くの人が待ち望んでいる

結果に！ 

 

４．キャッシュレス決済の浸透について（詳細は１４～１６ページ参照） 

■コロナ禍でキャッシュレス決済が拡大！「ネットショッピングにて必要」と感じた人

が昨年と比べて約２.５倍！ 

・最も多く利用する決済手段について、約４人に３人が「キャッシュレス(クレジット

カード・電子マネー等)」と回答！一昨年は５２.５％、昨年は６９.７％、今年は

７３.３％と年々増加傾向に！ 

・「キャッシュレス」を選ぶ理由について、「ネットショッピングにて必要なため」と

答えた人（２９.２％）が昨年（１１.３％）の約２.５倍、「キャッシュレス決済

に対応できる店舗が増えたため」と答えた人（２５.８％）が昨年（５.３％）の     

約５倍に！ 

・ネットショッピングやデリバリーサービス等の“巣ごもり”消費の拡大が      

「キャッシュレス」利用の拡大につながった！？ 

 

 

 

 

明治安田総合研究所フェロー チーフエコノミスト小玉 祐一が 

キャッシュレス決済の浸透について分析！ 
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対象者の属性   

 

 

１． 調査対象 

２０～７９歳の既婚男女  

 

 

２． 調査エリア 

全国 

 

 

３． 調査期間 

２０２１年３月２９日（月）～３月３１日（水） 

 

 

４． 調査方法 

インターネット調査 

 

 

５． 有効回答者数 

１，６２０人 

 

 

６． 回答者の内訳 
                                                （単位：人） 

 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 計 

男性 １３５ １３５ １３５ １３５ １３５ １３５ ８１０ 

女性 １３５ １３５ １３５ １３５ １３５ １３５ ８１０ 

計 ２７０ ２７０ ２７０ ２７０ ２７０ ２７０ １,６２０ 
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１．昨年同時期と比べたコロナ禍の家計への影響について 

（１）「年収」について 

約４割の人が年収ダウンを実感！ 

職業によって影響を受けるスピードに差が！ 

 
○新型コロナウイルスの影響により、年収にどのような影響があるか聞いてみました。 

○「今現在減少した」、「将来減少する（と感じる）」と答えた人は、合わせて全体の     

約４割（３７.３％）にのぼることがわかりました。 

○一方で、「今現在増加した」、「将来増加する（と感じる）」と答えた人は、合わせて     

全体のわずか２.０％でした。 

○職業別では、既に年収がダウンしたと回答した人は、「自営業・自由業」（３２.３％）、

「パート・アルバイト」（２４.５％）が上位に、一方で将来ダウンする（と感じる）と

回答した人は「会社役員・経営者」（２９.０％）、「会社員」（２２.７％）が上位を         

占めました。 

○職業によって、年収に影響を受けるスピードに差がつく結果となりました。 
 

Ｑ．コロナ禍により年収に影響はありますか 
【全体】 

 
 

【職業別】 
 

 今現在減少 

した 

将来減少する

（と感じる） 

あまり関係が

ない 

今現在増加 

した 

将来増加する

（と感じる） 

  （％） （％） （％） （％） （％） 

会社員 19.7 22.7 54.4 2.2 1.0 

会社役員・経営者 19.4 29.0 45.2 3.2 3.2 

公務員 5.9 17.6 74.5 - 2.0 

自営業・自由業 32.3 16.7 50.0 1.0 - 

パート・アルバイト 24.5 15.7 59.1 - 0.6 

専業主婦（主夫） 14.6 19.4 64.8 1.0 0.2 

無職 8.7 12.6 78.1 0.5 - 

その他 20.0 40.0 33.3 6.7 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.7 19.6 60.7

1.4

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(1620人)

今現在減少した 将来減少する（と感じる） あまり関係がない

今現在増加した 将来増加する（と感じる）
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（２）「出費」について 

“外出自粛”や“テレワーク”の影響を受けて家計の出費の内訳に変化！  

ただし、支出全体には大きな変動は見られず！ 

○新型コロナウイルス感染拡大に伴い、日々生活するうえでの様々な支出に対し、昨年

同時期と比べての増減を聞いてみました。 

○在宅時間が増えたことで水道・光熱費、食費（外食代除く）などの費用が増加しました。

一方で、外出機会が減ったことで外食代・交通費・被服費・美容費などの費用が減少

しました。 

○特に、外食代の支出が減ったと回答した人は約７割（６９.１％）となりました。 

○出費項目ごとに増減の違いはあるものの、世帯全体での支出は昨年と比較して、「増えた」

または「減った」と答えた人がともに約２割、「変わらない」と答えた人が約６割と支出全体

に大きな変動は見られませんでした。 

 

 

Ｑ．新型コロナウイルスの感染拡大に伴う各支出の増減（昨年同時期と比べて）について、

それぞれお答えください 

 

 
 

Ｑ．世帯での支出は昨年同時期と比較して増減はありますか 

 

 
 

 

食費
（外食代除く）

外食代 教育費 備蓄費 医療費 水道・光熱費 交通費 通信費 被服費 美容費

(％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％)

支出が増えた 30.2 3.6 11.9 15.1 18.8 40.8 4.5 14.9 3.2 3.6

支出が減った 13.6 69.1 4.3 12.3 10.8 6.8 38.6 11.7 39.4 29.8

変わらない 56.2 27.3 83.8 72.6 70.4 52.4 56.9 73.5 57.4 66.6

30.2

3.6

11.9
15.1

18.8

40.8

4.5

14.9

3.2 3.6

13.6

69.1

4.3

12.3 10.8
6.8

38.6

11.7

39.4

29.8

56.2

27.3

83.8

72.6 70.4

52.4
56.9

73.5

57.4

66.6

0%

20%

40%

60%

80%

100%

支出が増えた

支出が減った

変わらない

18.9 22.7 58.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(1620人)

増えた 減った 変わらない
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（３）「貯蓄」について 

年々増加傾向にあった貯蓄額が３年ぶりに減少！ 

減少額は１７３万円！ 
 
○世帯の貯蓄額と貯蓄の目的について聞いてみました。 

○今年の貯蓄額は１,３３９万円となり、昨年の１,５１２万円から１７３万円減少しました。

年々増加傾向にあった貯蓄額が、３年ぶりに減少となりました。 

○職業別では、貯蓄が減ったと回答した人は、既に年収ダウンの影響が大きかった「自営業・

自由業」（３６.８％）、「パート・アルバイト」（２８.４％）が上位を占める結果と

なりました。 

○貯蓄の目的は、「将来のため」（６６.１％）がトップとなり、次いで「いざというときの

ため」（５５.５％）と続く結果となりました。 

○「人生１００年時代」をむかえ、老後資金の備えとして貯蓄額は年々増加傾向にありました

が、新型コロナウイルス感染拡大に伴う年収減少の影響により、貯蓄を取り崩さなくては

いけなかったのかもしれません。 

 
【過去８年間の貯蓄額（平均）の推移】 

 
※2016 年は調査なし。2015 年以前はいい夫婦の日アンケート、2017 年以降は家計に関するアンケートより 

 

Ｑ．世帯での貯蓄はいくらありますか（金額回答） 
 増えた 減った 変わらない 

  （％） （％） （％） 

会社員 31.7 23.2 45.1 

会社役員・経営者 39.1 17.4 43.5 

公務員 26.8 12.2 61.0 

自営業・自由業 21.1 36.8 42.1 

パート・アルバイト 14.7 28.4 56.8 

専業主婦（主夫） 20.5 23.2 56.3 

無職 9.7 31.0 59.3 

その他 28.6 28.6 42.9 

1,092万円
1,067万円

1,015万円

1,252万円

1,240万円

1,444万円

1,577万円

1,354万円

1,162万円 1,146万円

1,202万円

1,296万円

1,166万円
1,142万円

1,432万円

1,322万円

1,127万円 1,107万円 1,109万円

1,274万円

1,203万円

1,293万円

1,512万円

1,339万円

1,000万円

1,100万円

1,200万円

1,300万円

1,400万円

1,500万円

1,600万円

1,700万円

2013年

平均

2014年

平均

2015年

平均

2016年

平均

2017年

平均

2018年

平均

2019年

平均

2020年

平均

2021年

平均

男性計 女性計 全体
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Ｑ．貯蓄の目的は何ですか（複数回答） 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者数

将来のた
め

いざという
ときのため

子どもの
教育資金
のため

家族旅行
のため

コロナ禍で
先行きが
不透明な
ため

マイホーム
購入のた
め

マイカー購
入のため

趣味のた
め

友人のた
め

その他

（人） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）

全体 991 66.1 55.5 25.3 17.2 13.1 11.3 10.2 7.3 0.2 1.8

男性計 554 65.3 52.2 24.2 17.1 12.8 11.6 9.7 8.5 0.2 1.4

男性２０代 99 38.4 42.4 36.4 23.2 17.2 37.4 17.2 10.1 1.0 1.0

男性３０代 92 56.5 46.7 45.7 16.3 14.1 20.7 14.1 8.7 - -

男性４０代 82 62.2 52.4 39.0 8.5 15.9 6.1 8.5 3.7 - -

男性５０代 85 80.0 49.4 23.5 8.2 10.6 - 3.5 4.7 - 2.4

男性６０代 106 80.2 50.9 2.8 21.7 10.4 2.8 7.5 12.3 - 3.8

男性７０代 90 75.6 72.2 1.1 22.2 8.9 - 6.7 10.0 - 1.1

女性計 437 67.0 59.7 26.8 17.2 13.5 11.0 10.8 5.7 0.2 2.3

女性２０代 70 55.7 57.1 42.9 17.1 22.9 25.7 15.7 7.1 - 1.4

女性３０代 82 63.4 57.3 48.8 28.0 17.1 22.0 15.9 11.0 - 1.2

女性４０代 75 70.7 46.7 48.0 12.0 10.7 5.3 12.0 1.3 - -

女性５０代 74 75.7 60.8 13.5 10.8 14.9 6.8 10.8 5.4 - 2.7

女性６０代 68 73.5 66.2 1.5 17.6 10.3 2.9 4.4 5.9 1.5 -

女性７０代 68 63.2 72.1 - 16.2 4.4 1.5 4.4 2.9 - 8.8

66.1

55.5

25.3

17.2
13.1 11.3 10.2

7.3

0.2 1.8

0%

20%

40%

60%

80%
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（４）「おこづかい」について 

コロナ禍が夫のおこづかいを直撃！？ 

年収ダウンや外食機会の減少は、まずは夫のおこづかいに響く！？ 

○夫婦のおこづかいの金額について聞いてみました。 

○全体の月平均額は、ほぼ変わらず横ばいですが、夫婦別にみると、妻のおこづかいは

１９,０４９円から２０,８２７円と約１,８００円増加するものの、夫のおこづかいは

３３,７２０円から３２,０６１円と約１,７００円減少しました。 

○夫のおこづかいは昨年約４,０００円減少し、今年はさらに約１,７００円減少しました。 

○年収ダウンの影響や、外食機会が減ったことで、まずは夫のおこづかいが下げられるの

でしょうか！？ 

 

 

Ｑ．１ヵ月のおこづかい金額はいくらですか ※２０代～５０代調べ 

 
【おこづかい金額の推移】 

  
 

 

【おこづかい金額の詳細】 

 

 
 

 

40,977円
39,891円

35,299円
33,833円34,404円34,689円35,347円

31,868円31,687円

34,950円

31,764円

34,699円

37,774円

33,720円

32,061円

31,451円

27,235円

21,057円

24,002円23,263円
22,275円

20,495円

22,707円
21,314円

24,056円

18,424円
19,376円

18,386円19,049円
20,827円

36,123円

33,584円

27,877円
28,945円28,651円28,505円27,900円27,296円

26,486円

29,503円

25,082円
27,037円

28,080円
26,384円26,444円

10,000円

20,000円

30,000円

40,000円

50,000円

2007年

平均

2008年

平均

2009年

平均

2010年

平均

2011年

平均

2012年

平均

2013年

平均

2014年

平均

2015年

平均

2016年

平均

2017年

平均

2018年

平均

2019年

平均

2020年

平均

2021年

平均

男性計 女性計 全体

前年差

全体 28,080円 26,384円 26,444円 60円

男性計 37,774円 33,720円 32,061円 -1,658円

女性計 18,386円 19,049円 20,827円 1,778円

2021年
平均

2020年
平均

2019年
平均
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～フェロー チーフエコノミスト小玉 祐一はこう見る！～ 

■明治安田総合研究所フェロー チーフエコノミスト 小玉 祐一 

 

今回の調査では、コロナ禍での厳しい家計の状況が浮き彫りになりまし

た。まず、年収が「今現在減少した」、「将来減少する（と感じる）」と答えた

人は全体の約 4 割に上っています。「感じる」だけでも財布の紐が固くなる

のは避けられず、景気への悪影響が懸念されます。また、経済環境悪化の影

響を受けやすい自営業・自由業、雇用調整の対象となりやすいパート・アル

バイトがしわ寄せを受けている様子も明確になりました。 

所得が減るなかで、世帯全体の支出額に変化はないとの回答はやや意外で

すが、食費や水道光熱費等の身近な費用の増加が、そう感じさせた部分はあ

ったかもしれません。外食代や交通費、被服費、美容費に関しては「減った」

との回答が大きく上回っており、家計が不要不急の支出を絞った姿が現れて

います。また、貯蓄額の大幅減少は、支出以上に所得が減少したことを示し

ており、ここにも家計の苦境が現れています。こうしたなか、お父さんのお

こづかいが減らされたのも仕方ないと言えるでしょう。 

会社員に関しては、「今現在減少した」よりも「将来減少する（と感じる）」

の割合の方が高くなっていますが、実際、今年の春闘は労働者に厳しい結果

が予想されています。 
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２．ＧＷについて  

今年も“巣ごもりＧＷ”に！？ ＧＷの予算は２年連続減少！ 

 

○今年のＧＷの過ごし方や予算について聞いてみました。 

○今年のＧＷの過ごし方は、「自宅で過ごす」（６４.１％）と「未定」（２０.１％）の合計

が昨年に引き続き８割以上になるなど、今年も“巣ごもりＧＷ”の傾向となっています。 

○年収ダウンの影響もあってか、今年のＧＷの予算は、緊急事態宣言中の昨年よりも    

「減らす」と答えた人が約３割（２７.５％）。 一昨年４７,２４９円、昨年２３,０１０円、

今年は２０,４６３円と、今年の予算は、大型連休（１０連休）だった一昨年の半分以下

となった昨年から、さらに約２,５００円減少しました。 

 

 

Ｑ．今年のＧＷで予算の変更はありますか 

 

  
 

Ｑ．今年のＧＷにいくらくらいお金を使う予定ですか 

 

 
 

 

ＧＷの予算を
増やす

ＧＷ予算を
減らす

変わらない

（％） （％） （％）

全体 6.2 27.5 66.3

男性計 7.3 28.1 64.6

女性計 5.1 26.9 68.0

回答者数

０円 ～１万円
未満

～２万円
未満

～３万円
未満

～４万円
未満

～５万円
未満

～１０万円
未満

～１５万円
未満

～２０万円
未満

～３０万円
未満

３０万円以
上

(人) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％)

全体 1620 34.1 5.2 20.9 13.6 9.9 0.7 11.4 2.9 0.2 0.4 0.6 20,463

男性計 810 32.3 2.8 19.3 16.2 9.8 0.5 14.1 4.2 0.2 0.2 0.4 22,396

男性２０代 135 20.7 3.7 25.9 16.3 10.4 0.7 17.0 3.0 - 0.7 1.5 29,126

男性３０代 135 25.9 4.4 17.8 19.3 11.9 0.7 14.1 5.2 - - 0.7 24,733

男性４０代 135 31.9 2.2 17.0 14.8 10.4 0.7 15.6 6.7 0.7 - - 24,452

男性５０代 135 25.9 2.2 18.5 20.0 11.9 - 17.0 4.4 - - - 22,756

男性６０代 135 37.0 - 22.2 13.3 8.9 - 13.3 4.4 - 0.7 - 20,452

男性７０代 135 52.6 4.4 14.1 13.3 5.2 0.7 7.4 1.5 0.7 - - 12,859

女性計 810 35.9 7.5 22.5 11.1 10.1 0.9 8.8 1.6 0.2 0.6 0.7 18,530

女性２０代 135 29.6 8.1 22.2 16.3 11.1 2.2 9.6 0.7 - - - 16,289

女性３０代 135 25.9 8.9 25.2 14.1 9.6 0.7 12.6 2.2 - 0.7 - 19,244

女性４０代 135 25.9 11.9 28.9 8.1 8.9 0.7 11.1 2.2 - 1.5 0.7 22,274

女性５０代 135 33.3 11.9 25.2 7.4 8.9 - 8.1 3.0 - 0.7 1.5 20,593

女性６０代 135 46.7 3.0 12.6 11.9 15.6 - 7.4 0.7 0.7 0.7 0.7 17,919

女性７０代 135 54.1 1.5 20.7 8.9 6.7 1.5 3.7 0.7 0.7 - 1.5 14,859

平均(円)

32.3

2.8

19.3

16.2

9.8

0.5

14.1

4.2

0.2 0.2 0.4

35.9

7.5

22.5

11.1 10.1

0.9

8.8

1.6
0.2 0.6 0.7

0%

20%

40%

男性計 女性計
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Ｑ．あなたは今年のＧＷにいくらくらいお金を使う予定ですか 

 

 ２０１９年 

平均 

２０２０年 

平均 

２０２１年 

平均 

（参考） 

２０１９年比 

全体 ４７,２４９円 ２３,０１０円 ２０,４６３円 ４３.３％ 

男性計 ５８,０５１円 ２７,４２１円 ２２,３９６円 ３８.５％ 

女性計 ３６,４４６円 １８,６００円 １８,５３０円 ５０.８％ 

 

Ｑ．今年のＧＷはどのようにして過ごしますか 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者数

自宅で過
ごす
または
未定

自宅で過
ごす

国内旅行 帰省 アウトドア 遊園地・
テーマ
パーク

海外旅行 スポーツ観
戦

ボランティ
ア

その他 未定

（人） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）

全体 1620 84.2 64.1 4.9 4.6 2.3 1.0 0.4 0.4 0.1 2.0 20.1

男性計 810 81.2 60.1 5.7 4.6 3.0 1.5 0.7 0.5 0.2 2.6 21.1

男性２０代 135 68.1 49.6 11.1 8.9 2.2 1.5 4.4 - 1.5 2.2 18.5

男性３０代 135 74.1 52.6 8.9 6.7 1.5 4.4 - 1.5 - 3.0 21.5

男性４０代 135 80.0 60.0 7.4 4.4 3.7 1.5 - - - 3.0 20.0

男性５０代 135 80.7 54.8 3.0 5.2 5.2 1.5 - - - 4.4 25.9

男性６０代 135 90.4 70.4 3.0 0.7 3.0 - - 0.7 - 2.2 20.0

男性７０代 135 94.0 73.3 0.7 1.5 2.2 - - 0.7 - 0.7 20.7

女性計 810 87.2 68.1 4.1 4.6 1.6 0.6 0.1 0.2 - 1.5 19.1

女性２０代 135 78.5 61.5 4.4 11.1 2.2 2.2 - - - 1.5 17.0

女性３０代 135 79.3 55.6 4.4 10.4 3.0 0.7 0.7 0.7 - 0.7 23.7

女性４０代 135 84.5 65.2 8.1 3.7 3.0 - - - - 0.7 19.3

女性５０代 135 90.4 70.4 3.0 0.7 0.7 - - 0.7 - 4.4 20.0

女性６０代 135 94.0 73.3 3.0 0.7 - 0.7 - - - 1.5 20.7

女性７０代 135 97.1 83.0 1.5 0.7 0.7 - - - - - 14.1

64.1

4.9 4.6 2.3 1.0 0.4 0.4 0.1 2.0

20.1

0%

20%

40%

60%

80%
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３．コロナ収束後にやりたいことについて 

コロナ収束後、まずやりたいことは「国内旅行」「外食」！ 

国内旅行を希望する人は７割以上！ 

 

○コロナ収束後にやりたいことについて聞いてみました。 

○「国内旅行」（７２.５％）、「外食」（４８.１％）が、年代・性別を問わず上位となりました。 

○コロナ禍で我慢してきた旅行や知人・友人との会食などを多くの人が待ち望んでいる  

結果に！ 

○男女別では、「スポーツ観戦」（男性：１９.４％⇔女性：１０.０％）と、男性は野球や

サッカーなどスポーツ観戦で盛り上がりたいようです。一方で、「外食」（男性：４２.２％

⇔女性：５４.１％）や「ショッピング」（男性：１８.０％⇔女性：３３.１％）と、女性

の方がより身近なことをして楽しみたいようです。 
 

 

Ｑ．コロナ禍の収束後にやりたいことは何ですか（複数回答） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

回答者数

国内旅行 外食 遊園地や
レジャー施
設

海外旅行 ショッピン
グ

コンサー
ト・ライブ
鑑賞

アウトドア スポーツ
観戦

その他 特になし

（人） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）

全体 1620 72.5 48.1 26.3 26.0 25.6 22.0 16.0 14.7 1.6 12.7

男性計 810 72.3 42.2 21.9 24.8 18.0 18.3 16.4 19.4 1.1 13.0

男性２０代 135 66.7 37.8 25.2 28.9 20.0 15.6 18.5 23.7 - 13.3

男性３０代 135 69.6 35.6 36.3 32.6 22.2 18.5 18.5 23.7 - 12.6

男性４０代 135 68.1 37.8 28.1 14.8 13.3 14.1 17.8 20.0 - 15.6

男性５０代 135 73.3 45.2 18.5 20.7 16.3 22.2 20.0 20.0 3.0 11.1

男性６０代 135 80.0 52.6 16.3 25.2 22.2 22.2 12.6 20.7 0.7 11.9

男性７０代 135 76.3 44.4 6.7 26.7 14.1 17.0 11.1 8.1 3.0 13.3

女性計 810 72.7 54.1 30.7 27.2 33.1 25.7 15.7 10.0 2.1 12.3

女性２０代 135 71.9 52.6 53.3 33.3 37.8 28.9 25.9 11.9 - 11.1

女性３０代 135 80.0 52.6 47.4 31.1 34.1 25.2 17.8 6.7 2.2 10.4

女性４０代 135 65.2 48.9 31.1 23.0 35.6 21.5 16.3 8.9 4.4 15.6

女性５０代 135 68.1 50.4 24.4 25.9 30.4 28.9 11.1 14.8 2.2 17.0

女性６０代 135 73.3 53.3 16.3 28.9 33.3 26.7 10.4 11.9 0.7 10.4

女性７０代 135 77.8 66.7 11.9 20.7 27.4 23.0 12.6 5.9 3.0 9.6

72.5

48.1

26.3 26.0 25.6
22.0

16.0 14.7

1.6

12.7

0%

20%

40%

60%

80%
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４．キャッシュレス決済の浸透について 

コロナ禍でキャッシュレス決済が拡大！ 

「ネットショッピングにて必要」と感じた人が昨年と比べて約２.５倍！ 

○日常で最も利用する決済手段について聞いてみました。 

○最も多く利用する決済手段について、約４人に３人が「キャッシュレス(クレジットカード・

電子マネー等)」と回答。一昨年は５２.５％、昨年は６９.７％、今年は７３.３％と年々

増加傾向となっています。 

○決済手段が「キャッシュレス」と答えた人の理由は、「ポイントがつく等、経済的メリット

があるため」（６７.０％）が最も多く、次いで「現金を持ち歩く必要がなく、利便性が     

高いので」（５５.６％）、「ネットショッピングにおいて必要なため」（２９.２％）が多い

結果となりました。 

○さらに、「ネットショッピングにて必要なため」と答えた人（２９.２％）は昨年        

（１１.３％）の約２.５倍、「キャッシュレス決済に対応できる店舗が増えたため」と   

答えた人（２５.８％）は昨年（５.３％）の約５倍になりました。 

○コロナ禍の影響によるネットショッピングやデリバリーサービス等の“巣ごもり”消費

の拡大が、「キャッシュレス」利用の拡大につながったのかもしれません。 

 

 

Ｑ．あなたが最も多く利用する支払い手段は何ですか ※２０代～５０代調べ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

クレジットカー
ド

スマホ決済（モ
バイル決済）

ＩＣカードの電
子マネー

デビットカード その他

（％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）

全体 26.7 73.3 46.9 20.7 4.6 0.8 0.2

男性計 23.9 76.1 46.9 24.6 3.7 0.7 0.2

女性計 29.4 70.6 47.0 16.9 5.6 0.9 0.2

現金 キャッシュレス

26.7 46.9 20.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2

現金 クレジットカード スマホ決済（モバイル決済） ＩＣカードの電子マネー デビットカード その他

4.6

0.8

0.2

全体（1080人）

キャッシュレス（73.3）
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【決済手段を「キャッシュレス」と答えた人の理由】  

 

   
 

【キャッシュレス決済をする理由】 

 

  

ポイントが付く

等、経済的メリ

ットがあるため 

現金を持ち歩く

必要がなく、利

便性が高いので 

ネットショッピ

ングにおいて必

要なため 

キャッシュレス

決済に対応でき

る店舗が増えた

ため 

今年 （％） 67.0 55.6 29.2 25.8 

昨年 （％） 57.9 25.1 11.3 5.3 

前年比 （倍） 1.15 2.21 2.58 4.86 

 

 

 

 

 

 

 
                                                                              

ポイントが付く
等、経済的メ
リットがあるた
め

現金を持ち歩く
必要がなく、利
便性が高いの
で

ネットショッピン
グにおいて必
要なため

キャッシュレス
決済に対応で
きる店舗が増
えたため

コロナ感染予
防対策のため

その他

（％） （％） （％） （％） （％） （％）

全体 67.0 55.6 29.2 25.8 19.4 0.4

男性計 62.7 53.9 27.3 23.9 20.2 -

男性２０代 48.5 57.6 29.3 22.2 28.3 -

男性３０代 64.0 45.9 25.2 24.3 18.9 -

男性４０代 64.2 55.8 18.9 22.1 20.0 -

男性５０代 73.3 57.1 35.2 26.7 14.3 -

女性計 71.6 57.4 31.3 27.9 18.4 0.8

女性２０代 61.4 55.7 25.0 26.1 20.5 -

女性３０代 70.0 47.0 24.0 22.0 15.0 1.0

女性４０代 74.7 60.0 35.8 27.4 12.6 1.1

女性５０代 79.4 67.0 40.2 36.1 25.8 1.0

67.0

55.6

29.2
25.8

19.4

0.4
0%

20%

40%

60%

80%
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～フェロー チーフエコノミスト小玉 祐一はこう見る！～ 

■明治安田総合研究所フェロー チーフエコノミスト 小玉 祐一 

 

日本では、偽札の少なさ、ATMの充実、超低金利等の理由で現金保有の利

便性が大きく、諸外国に比しキャッシュレス化の動きが鈍いことが常々指摘

されてきました。しかし、当アンケートを見る限り、潮目が変わりつつある

ようです。最も多く利用する決済手段について、「キャッシュレス(クレジッ

トカード・電子マネー等)」と答えた人の割合が、一昨年は52.5％、昨年は

69.7％、今年は 73.3％と、ここ 2 年で飛躍的に伸びている姿が示されまし

た。 

コロナ禍で外出の機会が減り、「巣ごもり消費」が拡大するなかで、キャッ

シュレス決済が増えるのは自然な流れです。ただ、実際に利用するなかで、ポ

イント還元や、現金を持ち歩く必要がないなど、改めてキャッシュレス決済

の利点に気づく人が増えたことが、普及に拍車をかけた可能性があります。 

また、キャッシュレス決済をする理由としては、「対応できる店舗が増え

た」との比率が昨年の 4.86 倍に増えています。インフラ整備で使い勝手が

良くなればまだまだ増える可能性を示しており、この点、異なる決済システ

ムの林立等、解決すべき課題は残っています。 


